
 

ご要望からこんなことに取り組みました 

 

・順天堂大学誘致の意見書提出 

・航空機騒音低減要望の意見書提出 

・通勤特急増便要望の意見書提出 

・自主防犯活動と通学路の安全対策 

・Ｒ296 ひったくり防止の防犯カメラ

１０台設置（上志津・上高野・東山

胃腸科交差点・加賀清水） 

・ユーカリが丘北口防犯カメラ１５台

設置 

・青色回転灯パトロールカー増台拡充 

・志津公民館・出張所の複合化施設と

しての改築 

・電算機室の移設 

・佐倉検定の実施 

・入札制度改革の検討 

・低入札価格調査制度の課題 

・徴税率のアップ 

・寄付納付用紙の改善 

・家庭内暴力対策 

・ひとり親就労支援 

・生活困窮者支援事業 

・企業誘致の具体策 

・不妊治療と妊活講演会 

・3-11 被災地への支援 

・ユーカリが丘４丁目右折信号設置 

・ユーカリが丘駅南口交差点右折信号 

設置 

・ユーカリが丘駅南口病院バス停の屋

根設置 

・ユーカリが丘駅北口コンビニ前ガー

ドレールの設置 

・ＡＣミランジュニアキャンプの誘致     

 

ご要望を頂き取り組んでいます 

 

・住民、商店企業、行政でまちづくり 

・順天堂大学誘致 

・自助、共助、公助の防災対策 

・自治会・町内会による防犯カメラの 

設置に対する助成 

・青色回転灯パトロール 

・移動交番について 

・資源回収団体への支援と推進 

・子育て支援、図書館の充実 

・青少年の居場所づくり 

・県立高校の入学者選抜における調査

票について 

・スマイルサービスへの支援 

・社会福祉協議会の福祉活動 

・草ぶえの丘バラ園の周知発信 

・観光振興 

・これからの休日夜間診療所 

・健康診断受診率ＵＰと医療費削減 

・負担感ある国民健康保険・介護保険、 

・在宅医療と終末期医療のありかた 

・佐倉むらさきＬＣ薬物乱用防止教育 

・佐倉日蘭協会事業の推進 

・自殺ゼロ・交通事故死ゼロ対策 

・歴史ある町名の保存 

・ペットの死体処理と地域ねこ 

・景観条例 

・しづの里 

 

議員一人では何もできません。 

住民・商店・企業、行政三位一体で 

初めて「絆と活力あるまちづくり」

が実現できます！
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皆様のご要望を代弁し市政へ！住民、商店・企業、行政でまちづくり！ 

絆と活力あるまちづくり 



 

 災害発生時の事業継続計画の策定を要望 

 

 

H26 年６月議会一般質問で事業継続計画の策定を要望し、あわせて防災意識を向上させる取り組

みの必要性を訴えました。 

 

人口１７万５０００人の佐倉市の避難所収容人数約 24,330 人。 

一昨年 H24 に行った防災アセスメント調査では、想定避難所生活者は 21,454 人です。 

人口に対する収容可能な率は 13.7 パーセント、市民の 7 人に 1 人が避難所に避難することを想

定しています。3.11 では使用不可となった小中学校の体育館がありますので当然ながらこの収容

人数は少なくなることが予想されます。 

 

防災井戸は設置数が 3.11 以前：22 基 現在 41基と増設が進んでいますが、避難所に避難した

市民の水を確保するための防災井戸です。自宅等に避難している市民=市民の 7人のうち 6 人の水

は、個々の自助による備蓄が頼りです。 

 

政府が設けた専門家などによる検討会は、東海沖から九州沖へと続く南海トラフ。東海、東南

海、南海の３つの地震が連動して起きた場合、避難者は発生１週間で最大９５０万人と予想し、 

被災地は広い範囲にわたり、支援が行き届かないおそれがあるとして、各家庭で食料や飲料水な

どの備蓄を１週間分以上確保することが必要だと指摘しました。 

1 週間分の水の備蓄とは、一人分でも水は２１リットル、カセットコンロボンベがおよそ６本。 

携帯トイレは１日５，６回としておよそ４０回分が必要。レトルトのものなど日常から食べられ

るものを備蓄の中に組み込み、食べてなくなったら、その分を次の買い物で買い足していくこと

で、保存食の賞味期限切れを防ぎます。水 1 週間分。4 人家族で 84 リットル。2 リットルのペッ

トボトル 6 本入り 7ケースの備蓄が必要です。マンホールトイレの整備も有効です。 

 

先日行われたユーカリが丘スカイプラザ・スターリアの震災時初動訓練でも 3 日分の備蓄をし

ている人が 8割、1週間分の備蓄をしている人は 1 割未満でした。 

市民の生命と財産を守る使命の行政ですが、公助がいきわたるまでの間、避難所に避難しない市

民（人口の約 86 パーセント）の自分の身を守る自助、互いに助けあう共助の力を向上させる取り

組みの必要性を訴えました。  
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